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　暑さ寒さもお盆までと良く言ったり聞いたり
したこれまでの常識が通用しなくなることを実
感する暑い夏でしたが、皆様におかれましては
ご健勝にてお過ごしのことと存じます。
　過日、７月１７日(日)に千鳥福祉会サマーフェ
スタ２０１６を開催致しました所、松江市地域福
祉課湯町次長様を始めたくさんの方のご来賓
を賜ると共に、２０００名近い地域の方々のご来
場を賜りました。心からお礼を申し上げます。
　また、この祭りを支えて頂いております後援
会様、ボランティア団体様、ご家族様、学校関係
者の皆様、そしてご来場いただく地域の皆様な
どのお力で、無事に、そして賑やかに終えること
ができ、感無量でございます。役職員一同、心
からお礼を申し上げます。
　今回は15回目の開催となりますが、回を重
ねる毎に法人の命運をかけた大きな行事と感
じ身震いすることもあります。また同時に、この
継続開催はきっと求められているからできたこ
とであると思いますし、今回の成功もその証し
でもあると自負する所でもあります。そして、継
続は力なりの通り、２０回、３０回と開催し続ける

この度の回収事業に際しましては、新和設備工業(株)様を始めとし
て非常に多くの方のご協力を賜わり、心より御礼申し上げます。キャ
ップの方は16,168個という実績で、回収したものはエコキャップ
推進協会へ送付致しました。今後も継続して行って参りますのでよ
ろしくお願いします。

という役割もあると感じます。当然、色んな苦
難や課題が押し寄せてくるとは思いますが、そ
の苦難を乗り越える力こそが「生きる力」であ
り「苦難を楽しさに変える力」こそが、先が見え
ない「今」大切であり必要な力だと思います。
　安来のおじこと「ノグチアツシ」さんが「なん
だろうこの祭り…他の祭りにはない楽しさと優
しさ・温かさを感じる」と言って下さいました。密
かにほっとしました。「大切にしてきた心遣いの
連鎖・ホスピタリティの連鎖が会場を包んでい
る」「この空気を一夜の仮想現実に終わらせな
いで、そんな優しい地域社会を創るのが福祉の
仕事である」…そう信じて祭りを開催し続けて、
少しそのあたりが見える様になってきたのです
ね。この「ホスピタリティの連鎖＝福祉の文化」
が地域に根付けば、相模原で起こった悲惨な事
件を生まない社会を創る底力になると信じま
す。更に、15年間伝え続けているタイトルの言
葉が実感できるようになればと思う所です。
　どうか、今後ともお力添えを賜りますようよ
ろしくお願いいたします。本当にありがとうござ
いました。
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千鳥福祉会 　理事長　　　山本  昌子

春は蝶のように舞い、夏は蝉のように鳴き、
秋は焼き芋のように暖かく、冬は芋虫のように寄り添って…
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サマーフェスタ2016、ご協力いただきましたすべての皆様に感謝申しあげます。

収益金を
寄附いたしまた。

今年度のサマーフェスタ収益の
うち一部を持田地区社会福祉協
議会へ寄付させていただきまし
た。公民館・地域の皆様には、温
かく迎えていただき、誠にありが
とうございました！

フェスタ後清掃
今年もフェスタ翌朝に、法人を
あげての地域一斉清掃を行い
ました。「始める前より美しく！」

キャップ・
プルタブ

回収結果報告

（敬称略）



共同生活援助事業所　　　　　　　　　世話人　三原恵美
　今年初めてホーランエンヤに参加しました。これまでも何回か
練習を見せて頂いてはいましたが、今回はヘルパーの仕事も半
分だけ休みを頂き、5月から毎週2回の練習に励みました。職員
が業務の為来れない日は、利用者様が中心となり練習を開始、
また、指導して下さる大井町の方が来られると練習の空気感も
ビシッとなり、皆、集中しました。休憩中には利用者様も職員も関
係なくベテランが初心者に対し「こうやった方がいい」と教え合
ったり、自分のパート以外の所をやってみたりと、それぞれが協
力し合ってまるで部活のような和やかな空気の場になっていま
した。ホームの日常だけでは見られない利用者様同士が協力し
て伸びていく姿を見ることができたり、他部署間、あるいは大井
町の方との交流やつながりが感じられた貴重な体験でした。お
忙しい中、ご指導下さった大井町の皆様には大変感謝しており
ます。ありがとうございました。

ワークセンターフレンド　　　　　　 管理者　松浦和志
　サマーフェスタオープニングのホーランエンヤの演舞が終わ
った後の18時から、今年度はシャトル便の担当として来場され
たお客様の送迎に携わりました。ボランティア様2名、職員4名で
の編成で行い、安全に、事故無く、無事にお客様の送迎が出来た
と思います。車中にて、お客様から、「公民館でやるような祭りと
思っていたら、こんなにお客さんが来るとはびっくりしました。」
「私、一人でも送って下さり有難うございます。」「今回で3回目
だけど、どんどん人が多くなっている感じ、スタッフの人大変でし
ょう。凄いですね。」等たくさんのお褒めの言葉を頂きました。同
時に、来年の課題も見えてきたところです。フェスタ業務は大変
でしたが、お客様の言葉で、心地よい疲れになったと感じました。

多機能型事業所L.C.C.ういんぐ　　　　 支援員　深石恵美
 「すっかりブースの担当になられましたね。」今年のサマーフェス
タはボランティアの方のそのような一言からスタートしました。
今年で同じ露店を担当して三度目。毎年ご協力下さっているボ
ランティアの皆様に顔を覚えて頂けたことに安堵し、露店のオー
プン時間を迎えたことを思い出します。当日は慌ただしい中で
も声を掛け合い、楽しい売り場となりました。また、その場で感じ
たことも気軽にお話し下さり、来年に活かせるご意見をたくさん
頂戴しましたことを嬉しく思います。ありがとうございました。
　今年初めてご来場頂いたお客様より、「親子で楽しませて頂きま
した。本当に楽しかった。また来年も来たいです。」とお話がありま
した。その言葉にまた新たな輪の広がりを感じました。始まる前は
心配なことや緊張もありましたが、今年も楽しい一日となりました。

障がい者支援施設持田寮　　　　　　　施設長　江指裕嗣
　今年は、フェスタのテーマとなっている「つながろう」を何とか
ステージで企画、表現ができないか、という事で担当でも過去に
ないほどの検討をしました。会場の一体感がキーワードでした。
ですが、なかなか良い企画を生み出すことができず、最終の実
行委員会後にも担当で検討する羽目になってしまいました。結
果、ビンゴ大会前の気持ちの高まりを会場のみなさんと一緒に
音楽に合わせてうちわを振るなどして共有しようというライブ的
な企画となりました。
　そして、その時、ステージ上からは会場に広がったうねりが見
えました。障がいがある方もない方も分け隔てなく、一緒につく
ったうねり。成功なのかは分かりません。ですが、みなさんにとっ
てもこの光景が記憶に残るような一瞬になったとしたら、どこか
でつながることができたのかな、と感じました。

総務部　　　　　　　　　　　　　　　　主任　田中志保
 「こんにちは、よろしくお願いします。」ボランティアの皆様の元
気な挨拶でフェスタが始まりました。今年のボランティア総数は
約１７０名、毎年参加のなじみのお顔も大勢あります。ボランティ
ア内容は前後日の設営、当日の露店運営を始めゴミ拾いに至る
まで多岐に亘り、また参加される動機、年齢、所属、参加回数も
様々です。当日は常連の方から初めての方まで、皆様それぞれ
の持ち場の中で元気よく、生き生きと笑顔で活動して下さいま
した。それはボランティアの皆様がフェスタを通して楽しみや遣
り甲斐、達成感を感じられた瞬間でありまた、皆様の笑顔がお
客様（利用者様）の笑顔へ、お客様の笑顔がスタッフの笑顔へつ
ながったひと時でした。そしてサマーフェスタが多くの皆様に支
えられ１５回目を無事終えられたことに感謝すると共に今後も長
く続け、この地域になくてはならないものになれるよう邁進して
いきます。ボランティアの皆様有難うございました。また来年も
宜しくお願いします。

相談支援事業所ひまわり　　　　　　　　 所長　竹内淳子
　「太鼓くらいなら簡単」と軽く引き受け、今年は出演者として
初の舞台に立ちました。
　週２回の練習会が５月より始まり、意外な光景がそこにありま
した。女性だけど男らしい伝馬長のＳさん、舟を漕ぐＫさん、２人
の女性に注目…男性に交ざって堂々と。自分のパートを繰り返し
練習、そして利用者・職員の区別なく、全員が「合わせる」ことに
集中。「役者として出演したい」と手を挙げた皆さん、本当にお疲
れ様でした。出来たら、始めた当初のように練習会を覗いてもら
い、多くの方から声援してもらえると、もっと喜びが増えるのだ
ろうなぁと思いました（そういう私も３回目くらいまでしか覗かな
かったけれど…）。

多機能型事業所L.C.C.ういんぐ 　　　　 管理者　福庭紳介
　痛ましい災害や事件・事故、反してオリンピックでのメダルのラ
ッシュやオバマ氏の広島来訪など、わが国では良いこと・悪いこ
とが毎日のように大なり小なり起こっています。今回の千鳥福祉
会サマーフェスタ2016はどちらだったでしょうか。と書きます
と、当然「良いこと」とならなければいけないところですが、各事
業所・来場者のアンケートを全て読み込んで分かったのは、アン
チな意見もいくつかあったということです。しかしながらそれは
「来年を期待して」という前提をもってのご意見であり、次は「が
んばれよ」（外部）あるいは「がんばろう」（内部）ということと解
釈します。
　次なる段階に至るためのご意見をたくさん頂けました。この
度のフェスタは「良いこと」と個人的には思われました。身内にと
っても地域にとってもです。清濁併せのむ勇気をもって、地域の
一役を担う必要があると実感しました。
　縁日は客数・売上ともに、迷路は昨年比115％、それ以外の金
魚すくい等は合わせて118%という好業績でした。チーフがて
んてこ舞いの売り場となり、縁日ボランティアの方にはいろいろ
ご迷惑をおかけしたと思います。ボランティア・チーフ共に忙しく
大変な一日でしたが、上記の数値結果とアンケートの感謝の声
がつながりを実感させてくれました。お疲れ様でした。

サマーフェスタの底力、ボランティア・協賛店のみなさま。　　　　　　今年も大きな力をありがとうございました。


